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９班：「ＩＲに必要なテク／ポリ」 

○末次剛健志（佐賀大学）、小田美奈子（新潟大学）、加藤慎矢（筑波大学）、磯部絢子（京都大学）、

坂口真康（兵庫教育大学）、松丸英治（昭和女子大学） 

 

１．議論結果の概要 

 

（１）各メンバーが持ち寄った主な個別課題 

○ 他大学データの収集に関すること 

・他大学と比較したい場合のデータ収集方法について，大学個々の公表データを参照するほ

か，どこかにまとまったものはないか。大学ポートレートの活用可能性はどうか。また，

民間における調査の活用可能性についてはどうか。 

○ データの整理や蓄積，IR 基盤システム構築に関すること 

・データを蓄積していく際の留意点はどのようなものが挙げられるか。 

・蓄積されるデータが膨大になる前に，効率的なデータ整理にはどのような方法があるか。 

・データ項目を検討する際，大学ポートレートや学校基本調査等の活用可能性はどうか。 

・認証評価のための定量的データの整備を検討したいがどのように進めるべきか。 

○ データの可視化に関すること 

・必要とされるものを解り易く可視化（グラフ化）して示すにはどのような方法があるか。 

・統計上意味のある数値の効果的な提示（視覚的に魅力的な表やグラフの作り方など）はど

のような方法があるか。 

・大学経営に携わる人たち全てに伝わるような数量データの表やグラフの作成の仕方（統計

的用語や数値の羅列ではなく）はどのような方法があるか。 

○ IR 室の設置や運用における留意点に関すること 

・今後の業務の増加が予想されるが，効率よく業務分担を進めるにはどのように考えればよ

いか。 

・うまくいかなかった事例・経験を今後に生かすためには，どのように考えればよいか。 

・データの保存・利用に関わるセキュリティの課題をどのように考え，クリアしていくか。 

・兼任の教職員も含めて数量データ解析を実施し IR 室を機能させていく上で，効果的な方略

等としてどのようなことがあるか。 

○ 大学評価や改善へのつなげ方に関すること 

・Factbook 等で示した指標について改善が必要と判断される場合，どのように担当部署の合

意を得て改善につなげていくべきか。 

・定量的データに基づく評価がなかなかできていない現状があるが，教員にどのように意識

付けしていくべきか。 

 

（２）ポスター作成に向けた議論の経緯 

ポスターの作成にあたっては，まず，各参加者から（１）のように示された課題及びその背

景にある実情や考え方等について報告いただき情報共有を行った。次に，事例分析の一環とし
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て，内容別のカテゴリ分け等を行い，課題を整理した。 

なお，参加者の属性はファシリテーターを含め国立大５人，私立大１人の構成であったが，

この班で出された課題は，どの大学でも共通にあるような内容であった。 

カテゴリ分けの進め方として，まず，付箋（赤色）に課題を書き出し，それぞれをテクニカ

ルな課題とポリティカルな課題に分け，さらに，テクニカルな課題は収集，分析，共有・提示

といった IR 業務のフェーズに応じて，また，ポリティカルな課題は IR 室内で解決できるもの

とそうでないものに分類した。 

次に，分類した課題に沿って，考えられる原因を議論し，付箋（黄色）を用いて整理した。そ

こで出された意見を踏まえ，さらに解決策をブレーンストーミング的に付箋（緑色）に書いて

出し合いつつ議論を重ねた。ポスターにはこれらの結果をまとめた。 

 

（３）作成したポスターの内容 

作成過程で分かったこととしてまず挙げられるのは，IR 室の課題として認識されているもの

であっても，実は解決策をよく考えれば IR 室だけでは済まないものがかなりあるのではない

か，ということである（ポスターにおいては，そのような解決策には○が付してある）。 

このことが浮き彫りとなったことで，改めて，トップ層（執行部）や各部署などとの関係は

重要である，ということを認識した。 

 

テクニカルな課題 

① データ収集 

データ集の作成，データ提供部署とのコミュニケーションなどが重要であるが，一方で，

学外データの収集には大学間連携（個人レベル，組織レベル両面）が必要であること，また

円滑なデータ収集には，トップ層の IR を進めようとする意志や支援といった環境（執行部直

轄であること）も重要である。 

② データ分析 

データ分析のスキルアップには，やはり地道に経験を積むといったことが上達への近道の

ようである。勉強会や SD への参加，または自らそれらを開催してデータリテラシーを根付

かせていくことも重要であり，継続的な IR 活動を通して IR 業務の定着を図ることが求めら

れる。また，トップ層から IR の重要性を説き続けてもらうことも必要であろう。 

③ 共有・提示 

BI ツールも活用しつつ，どのようなものを見せたいのか，を意識しながら進めること，ま

た，分析依頼者が何を必要としているのかを確認しながら進める必要があろう。 

また，データを扱い，共有・提示していく過程において，目的や取組内容が明確でない状

況ほど IR 室は警戒されやすい側面もあるように思われる。これを避けるためにも，関係部署

をきちんとコミュニケーションをとっていくことも必要である。そうすることで，IR 室に対

する理解が進み，学内イメージも良くなっていくのではないか。 

 

ポリティカルな課題 

IR 室にとどまらない課題が示される中で，支援業務が主となる IR 室だけでは解決にはおの
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ずと限界も出てくるが，トップ層や各部署などとの会議やミーティングにおける積極的なデー

タ活用，また，そのような場での円滑な意思疎通を図っていくことは重要であろう。 

示された課題に対する原因として，IR に対する様々な「曖昧さ」が浮かび上がった。このこ

とからも，IR の目的・目標を明確化し，それを全学的に共有すること重要との結論となった。 

なお，データ分析スキルの向上・人材育成に向けて，組織的に取り組むのか，または個人の

職人技に頼っていくのか，IR 室としてどのように考えるのかについての議論が必要であろうと

いった示唆もあった。 

 

２．グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等 

 

すべての課題に帰着するものとして，テクニカル的には「データ利用の目的を最初にはっきり

させる」こと，ポリティカル的には「IR の目的・目標を学内的にはっきりさせる」ことが挙げら

れる。これらを「はっきりさせる」ことが，解決策として最も根本的に重要なものとして集約さ

れると９班では考えた。 

 

すなわち，IR を推進していくためには，IR 業務・IR 組織のミッションを明確にした活動が何

よりも重要であろうというのが９班の議論の結論である。 
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９班 ＩＲに必要なテク／ポリ
テクニカルな課題 ポリティカルな課題

ＩＲの役割スキル

各部署からどのようにし
てデータを提供してもら
うか

情報の所在・入手につ
いての周知

他大学のデータをどの
ようにして収集するか？

収
集

共
有
・提
示

分
析

IR室内 IR室外

ＩＲと各部局の
役割分担

ＩＲ室についての
学内のイメージ
改革

ＩＲの役割の
周知不足

データは万能か

ＩＲ活動の
業務分担

統計的なもの
プレゼン的なもの

誰が何のために

必要なデータであるの
かの不明瞭さ

収集
↓

ピア校（似た大学）でコ
ンソーシアムを作り、

同一フォーマットでベン
チマークする

データ提供部署との
コミュニケーション

データ集の作成

各大学のＩＲ担当者間で
ネットワークを構築し、
お互いにデータを共有
しあえるようにする

執行部直轄

組織的に伸ばす
職人技？

他大学比較の際、

同じ指標でどのように比
較するのか？

データの使い方

スキル・不足 対策
↓

・経験者をよんでくる
・ＩＲの勉強会

スキル
経 験

リサーチ・クエスチョン
の設定方法

・●●的なデータ解析
の方略
・効率的な業務分担

経験を積む

経験者から教えてもらう
（本集会等を活用）

ＳＤの実施
（ＩＲのワークショップ）
データを使って考える

ＩＲの活動をしつつ、
定義をかためていく

ＩＲが何のために行うの
か、何をすべきなのかを
明確に定義し、全学的
に周知する

月１回のミーティング

データ活用の機会を
増やす

会議など、データ活用
の環境を整える

効果的なデータの
共有方法

分析データの
提示の仕方

何のために
収集・分析したのか

収集したデータを
取りまとめた結果を

どう扱うか（扱われる
か）

データをどう扱うか？
↓

ＨＰ等で公開

データ利用の目的を
最初にはっきりさせる

分析依頼者との対話

何を必要としているの
か確認
→ＩＲのイメージアップ

「どんなものを見せたい
か」を意識した結果提示

ＢＩツール等の活用

あるべき姿は

「ＩＲ」が何をすべ
きかが曖昧

学内のＩＲの
定義の曖昧さ

ＩＲの目的・目標を
学内的にはっきりさせる課 題 原 因 解決策

○＝ＩＲだけで済まな
いもの

ＩＲの位置付け

他大学比較：なぜ難し
いのか？

↓

統一したフォーマットが
ない

情報の周知
↓

そもそも、そのような
データがあることを知ら
ない

 

 


